




みんなで一緒に憩いの森で流しそーめん
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第
７
回
一
宮
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
を
開
催
し
ま
し
た

　
12
月
４
日
に
開
催
し
ま
し
た
協
議
会
で
は
、

前
回
協
議
さ
れ
た
①
高
齢
者
等
の
通
院
輸
送

手
段
の
確
保
、②
日
常
の
買
い
物
交
通
手
段
の

確
保
、③
通
学
交
通
手
段
の
確
保
、④
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
基
本
方
針
を
も
と

に
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
方
向
性
に

つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
宮
町
の
人
口
分
布
、
買
い
物
、
通
院
、

通
学
、
通
勤
に
お
け
る
地
区
別
需
要
量
の
分

布
を
分
析
し
た
結
果
、
一
宮
町
で
は
交
通
需

要
が
広
範
囲
・
多
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

定
時
定
路
線
型
交
通
、
デ
マ
ン
ド
交
通
、
タ

ク
シ
ー
補
助
券
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
に
つ
い
て

検
討
致
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
１
月
開
催
予
定
の
次
回
協
議
会
で

具
体
的
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
方
向
性
を

示
し
、
一
宮
町
の
具
体
的
な
公
共
交
通
施
策

に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も

住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
や
ご
意
見
を
頂
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※

議
事
録
、
関
係
資
料
等
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

「
一
宮
町
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
地
図
を
作
り
た
い
！
」

　
そ
れ
が
、
４
Ｄ
　
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
始
ま
り
で

す
。
一
宮
町
は
、
史
跡
名
所
を
始
め
森
や
海
、

田
畑
な
ど
自
然
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
場
所
で
、

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の

方
々
に
そ
の
良
さ
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
４
Ｄ
　
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｓ
一
宮
町
は
、
多
く
の
方

に
、
一
宮
町
に
滞
在
し
ご
利
用
頂
く
こ
と
を

目
的
に
作
る
地
図
で
す
。
３
ケ
年
計
画
で
、

紙
媒
体
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ア
ピ
ー
ル
す

る
予
定
。
ま
ず
は
、紙
媒
体
の「
食
べ
歩
き
マ
ッ

プ
」
的
な
も
の
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
２

０
１
０
年
１
月
、
４
Ｄ
　
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｓ
一
宮
町

の
ス
タ
ッ
フ
が
各
飲
食
店
に
取
材
に
伺
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
取
材
協
力
の
旨
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
緒
に
一
宮
町
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

４
Ｄ
　
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｓ
一
宮
町

石
尾
　

42‐

７
７
３
７

ト
マ
ト
料
理
大
募
集
！！

ト
マ
ト
フ
ェ
ス
タ
開
催
決
定
☆

　
一
宮
町
の
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
会
で

【
新
た
な
公
共
交
通
手
段
の
実
現
へ
】

第
５
回
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　
一
宮
で
の
子
育
て
お
役
立
ち
情
報
や
、
た

わ
い
の
な
い
お
し
ゃ
べ
り
。
お
茶
で
も
飲
み

な
が
ら
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
で
交
流
を
図

り
ま
せ
ん
か
。
第
５
回
目
の
テ
ー
マ
は
、「
ア
ー

ト
・
フ
ェ
ス
タ
☆
」で
す
。
い
ろ
ん
な
物
を
使
っ

て
、
身
体
を
使
っ
て
、
ア
ー
ト
を
身
近
に
感
じ
、

【
ま
ち
づ
く
り
町
民
提
案
事
業
】

憩
い
の
森
で
も
ち
つ
き
ペ
ッ
タ
ン
！

　
早
春
の
憩
い
の

森
の
生
き
物
観
察

と
お
餅
つ
き
を
し

ま
す
。

　
寒
い
け
ど
少
し

ず
つ
春
は
近
づ
い

て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
憩
い
の
森
の

生
き
物
を
探
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
み

ん
な
で
お
餅
つ
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

お

皿
、
お

わ

ん
、

お
箸
、
カ
ッ
プ
を

ご
持
参
下
さ
い
。

日
　
時
　 

　
１
月
30
日(

土
）

　
10
時
～
14
時
　

表
現
し
て
楽

し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
♪

　
た
ま
ひ
よ

広
場
で
は
、

一

宮

初
！

「
赤
ち
ゃ
ん

ヨ
ガ
」
の
教

室
も
あ
り
ま

す
。
赤
ち
ゃ

ん
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、
マ
マ
の
産
後
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
に
も
効
果
ア
リ
！？

　
今
回
は
お
も
ち
ゃ
の
ド
ク
タ
ー
が
来
場
さ

れ
ま
す
。
修
理
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
も

ち
ゃ
を
ご
持
参
下
さ
い
。
お
預
か
り
し
て
、

後
日
お
返
し
と
な
り
ま
す
。
基
本
無
料
で
す

が
、
状
態
に
よ
っ
て
は
部
品
代
等
実
費
が
か

か
る
場
合
や
、
直
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込

み
は
い
り
ま
せ
ん
。
プ
レ
マ
マ
、
プ
レ
パ
パ

の
み
な
さ
ん
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
遊
び
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
２
月
28
日(

日
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時
30
分

場
　
所
　
中
央
公
民
館

　
大
会
議
室
（
ア
ー
ト
ヨ
ガ
）
／
調
理
室
（
カ

フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
）
和
室
（
た
ま
ひ
よ
広
場
）

参
加
費
　
１
家
族
３
０
０
円

【
問
合
せ
】

１
３
８(

い
ち
の
み
や)

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

藤
井
　

０
９
０‐

７
７
２
０‐

６
０
７
０ みんな楽しく

第２回子育ておしゃべりサロン

は
３
月
14
日

(

日
）
の
午
前
10
時
か
ら
一
宮
町

公
民
館
で
ト
マ
ト
フ
ェ
ス
タ
in
一
宮
を
開
催

致
し
ま
す
。
美
味
し
い
ト
マ
ト
が
い
っ
ぱ
い

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
同
時
に
調
理
室
を
使
っ

て
ト
マ
ト
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
地
元
の
ト

マ
ト
を
使
っ
た
御
自
慢
の
料
理
を
募
集
し
ま

す
。
家
族
揃
っ
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
内
容
　
ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
の
レ
シ

ピ
な
ど

募
集
期
間
　
１
月
15
日（
金
）～
２
月
28
日(

日
）

選
考
方
法
　
書
類
審
査(

３
月
初
旬)

【
問
合
せ
】

一
宮
町
の
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
会

久
松
　

42‐

２
７
１
１

※

荒
天
中
止

場
　
所
　 
町
営
憩
い
の
森

参
加
費
　
お
と
な
５
０
０
円

　
　
　
　
こ
ど
も
３
０
０
円

【
問
合
せ
】

憩
い
の
森
で
遊
ぼ
う
よ
～
♪

渡
部
　

０
９
０‐

１
８
０
７‐
７
１
３
９
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第1回まちづくり委員会で挨拶をする町長

み
ん
な
で
考
え
る
10
年
後
の
一
宮
町

一
宮
町
は
、
今
後
10
年
先
を
見
据
え
た
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
（
総
合
計
画
）
を
作
り
ま
す
。

今
後
、
作
成
に
向
け
た
取
り
組
み
と
そ
の
状
況
な
ど
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
一
宮
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
合
計
画
ニ
ュ
ー
ス 

№２

◎
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る

計
画
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

　
社
会
経
済
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
町
の

運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
町
の
実
情

に
即
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
計
画
が
必
要

で
す
。
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
協
働
し
、
お
互
い
に
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を

基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
宮

町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
設
置
し
、
公
募
に

よ
る
町
民
委
員
の
皆
さ
ん
に
計
画
づ
く
り
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
21
年
９
月
に
「
一
宮
町
ま
ち
づ
く
り

委
員
」
15
名
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
を

上
回
る
31
名
の
応
募
が
あ
り
、
31
名
全
員
を

委
員
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
22
年
度

に
は
総
合
計
画
審
議
会
を
設
置
し
、
町
議
会

議
員
や
民
間
諸
団
体
の
方
々
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◎
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た

主
な
方
針

①
住
民
参
加
を
基
本
と
し
た
計
画
づ
く
り
を

　
進
め
ま
す
。

②
21
年
度
か
ら
22
年
度
に
か
け
て
計
画
を
作

　
成
し
、
平
成
23
年
度
よ
り
計
画
を
実
行
し

　
ま
す
。

③
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
計
画
を
目
指
し
ま

　
す
。
従
来
の
縦
割
り
行
政
的
で
は
な
く
、

　
住
民
生
活
の
視
点
か
ら
構
成
し
た
章
立
て

　
の
計
画
を
考
え
ま
す
。

④
総
合
計
画
作
成
に
は
民
間
業
者
に
業
務
委

　
託
す
る
こ
と
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
お
り

　
ま
す
が
、
業
者
に
委
託
は
せ
ず
、
住
民
と

　
職
員
と
の
協
働
で
素
案
を
作
成
し
ま
す
。

◎
総
合
計
画
の
作
り
方

　
総
合
計
画
は
「
基
本
構
想
」
「
基
本
計
画
」

「
実
施
計
画
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
将
来
像
や
理
念
を
示
し
た
「
基
本
構

想
」
は
町
長
を
中
心
に
町
職
員
で
素
案
を
つ

く
り
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
頂
戴
し
な
が

ら
作
成
し
ま
す
。

　
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
た
目
標
や
取
り

組
み
を
示
し
た
「
基
本
計
画
」
は
、公
募
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
31
名
の
町
民
に
よ
る
「
一
宮
町

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
が
素
案
の
作
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
町
職
員
は ｢

一
宮
町
総
合
計

画
策
定
委
員
会｣ 

を
設
立
し
、
町
民
に
よ
る

基
本
計
画
の
作
成
支
援
や
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
詳
細

な
計
画
を
示
す
「
実
施
計
画
」
は
町
職
員
で

作
成
い
た
し
ま
す
。

◎
第
１
回
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

日
　
時
　
平
成
21
年
12
月
16
日(

水)

時
　
間
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

場
　
所
　
一
宮
町
保
健
セ
ン
タ
ー

一
宮
町
長
あ
い
さ
つ

　「
計
画
を
町
の
実
情
に
あ
っ
た
も
の
に
す
る

に
は
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
地
域
の
方
が
、

ど
う
い
う
町
に
し
た
い
の
か
、
ど
う
い
っ
た

町
に
住
み
た
い
の
か
、
住
民
の
熱
い
思
い
を

基
本
に
し
て
計
画
を
作
っ
て
い
く
の
が
一
番

良
い
と
思
い
ま
す
。
公
募
委
員
の
皆
さ
ま
に

は
計
画
作
成
に
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
役
場
職

員
と
一
緒
に
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
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委員長の坂野氏　（中央）

副委員長の荒木氏（右側）

まちづくりに関する講演会

千葉大学法経学部准教授，関谷昇氏

事務局の説明を聞く , まちづくり委員の皆さん

まちづくり委員と町職員の合同研修会

◎
一
宮
町
総
合
計
画
策
定
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
『
関
谷
昇
准
教
授
』

に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た

　
総
合
計
画
の
作
成
に
あ
た
り
助
言
指
導

を
い
た
だ
く
た
め
、
学
習
院
大
学
教
授
馬

淵
昌
也
氏
、
千
葉
大
学
准
教
授
関
谷
昇
氏
、

千
葉
県
総
合
企
画
部
地
域
づ
く
り
推
進
課

小
川
信
次
氏
の
３
名
を
一
宮
町
総
合
計
画

策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
し
て
お
り
ま

す
。

委  

員  

長
　
坂
野
　
勝
英

副
委
員
長
　
荒
木
　
厚
雅

【
生
涯
・
生
活
部
会
】

部  

会  

長
　
佐
々
木
　
初
太
郎

副
部
会
長
　
藤
乗
　
一
由

委
　
　
員
　
野
村
　
桂
子

　
〃
　
　
　
名
和
　
孝
夫

　
〃
　
　
　
袴
田
　
忍

　
〃
　
　
　
藤
井
　
幸
恵

　
〃
　
　
　
中
村
　
憲
太
郎

【
地
域
・
暮
ら
し
部
会
】

部  

会  

長
　
荒
木
　
厚
雅

副
部
会
長
　
福
岡
　
庸
一

委
　
　
員
　
可
世
木
　
博
親

　
〃
　
　
　
琴
寄
　
明

　
〃
　
　
　
峯
島
　
美
春

　
〃
　
　
　
木
村
　
暁
美

　
〃
　
　
　
川
戸
　
愼
一

　
〃
　
　
　
安
田
　
秀
雄

◎
こ
れ
か
ら
の
活
動

　
一
宮
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
今
後
「
生

涯
・
生
活
」
「
産
業
・
環
境
」
な
ど
の
分
野
別

ご
と
の
部
会
に
分
か
れ
、
月
数
回
の
活
動
の

中
で
基
本
計
画
案
の
作
成
に
あ
た
り
ま
す
。

次
回
の
広
報
２
月
号
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
各
部
会
の
取
り
組
み
な
ど
を
、
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

 

【
産
業
・
環
境
部
会
】

部  

会  

長
　
坂
野
　
勝
英

副
部
会
長
　
玉
木
　
哲
太
郎

委
　
　
員
　
伊
藤
　
滋

　
〃
　
　
　
堀
内
　
正
範

　
〃
　
　
　
古
厩
　
晃

　
〃
　
　
　
石
井
　
理
永
蔵

　
〃
　
　
　
薦
田
　
亮

　
〃
　
　
　
渡
部
　
明
美

　
〃
　
　
　
中
垣
　
黨
繹

　
〃
　
　
　
川
崎
　
俶
郎

【
行
政
・
自
治
部
会
】

部  

会  

長
　
斉
藤
　
満

副
部
会
長
　
本
橋
　
和
代

委
　
　
員
　
鈴
木
　
迪
夫

　
〃
　
　
　
大
橋
　
照
雄

　
〃
　
　
　
黒
川
　
明
男

　
〃
　
　
　
齋
藤
　
純
男

◎
一
宮
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

(

敬
称
略)

　
第
１
回
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
委
員
31
名
と
町
職
員
40
名
が
参
加
し

て
、
関
谷
昇
准
教
授
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
と
町
民
の
役
割
」
の
講
演
を
聞

き
ま
し
た
。
関
谷
准
教
授
は
住
民
協
働
の
専

門
家
と
し
て
松
戸
市
、
佐
倉
市
、
香
取
市
、

山
武
市
、
大
網
白
里
町
な
ど
県
内
各
地
で
計

画
づ
く
り
の
委
員
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

7



●
募
集
人
員

問
合
せ

●
応
募
資
格

　
申
込
時
点
で
、失
業
者
で
あ
る
こ
と
。 

　
条
件
を
充
た
し
て
い
る
こ
と
。

●
雇
用
予
定
期
間

　
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

９
月
30
日
ま
で
。
但
し
、
６
ヶ
月
間
更
新

が
出
来
ま
す
。

●
勤
務
内
容

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

（
勤
務
課
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま

す
） 

●
申
込
締
切

　
平
成
22
年
２
月
26
日（
金
）

　
当
日
消
印
有
効 

●
選
考
方
法

　
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
日
時
・
場

所
に
つ
い
て
は
、
別
途
連
絡
し
ま
す
。 

●
応
募
方
法

　
履
歴
書
及
び
失
業
者
で
あ
る
こ
と
が

証
明
で
き
る
書
類
（
コ
ピ
ー
可
）
を
添
え

て
総
務
課
ま
で
提
出
下
さ
い
。（
郵
送
可
）

●
そ
の
他

　
履
歴
書
は
、返
却
し
ま
せ
ん
。 

　
履
歴
書
等
に
記
載
さ
れ
た
情
報
は
、
審

査
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
以
外
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。 

（
情
報
非
公
開
）

集
募

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す 

 
 

 
 

総
務
課
行
政
グ
ル
ー
プ
☎
42‐

２
１
１
２

問
合
せ

　
審
議
会
は
町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
公
害

対
策
に
関
す
る
基
本
的
事
項
及
び
特
に

重
要
と
認
め
る
公
害
に
係
る
苦
情
等
の

処
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
審

議
を
す
る
組
織
で
す
。

　
今
回
、
委
員
の
任
期
満
了
（
平
成
22
年

３
月
31
日
）
に
伴
い
一
般
公
募
に
よ
り
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
要
領
】

●
応
募
資
格
　

　
町
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
方
で

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
方
。
又
、
本
町
の
他
の
審
議
会
等

の
委
員
で
な
い
方
。

●
募
集
人
数
　
２
人
以
内

●
任
　
　
期
　
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

●
報
　
　
酬
　

　
日
額
報
酬
　
３
，５
０
０
円

●
応
募
方
法
　
一
宮
町
環
境
審
議
会
委

員
応
募
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
都
市
環
境

課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

※

応
募
用
紙
は
一
宮
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
都
市
環

境
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
応
募
締
切
　
平
成
22
年
２
月
26
日（
金
）

●
選
考
結
果
　
郵
送
に
よ
り
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

集
募

一
宮
町
環
境
審
議
会
委
員
の
募
集

都
市
環
境
課
　
都
市
環
境
グ
ル
ー
プ
☎
42‐

１
４
３
０

問
合
せ

　
町
で
は
、
地
域
経
済
の
振
興
と
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
町
が
使
用
す
る
公
用
封
筒
の
裏
面
に

民
間
企
業
等
の
広
告
を
掲
載
し
作
成
し

た
も
の
を
、
町
へ
無
償
提
供
さ
れ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
角
型
２
号
封
筒

　
提
供
枚
数
　
１
万
枚

　
納
入
期
限
　
平
成
22
年
３
月
31
日
（
水
）

●
長
形
３
号
封
筒

　
提
供
枚
数
　
３
万
枚

　
納
入
期
限
　
平
成
22
年
３
月
31
日
（
水
）

●
使
用
期
間

　
封
筒
納
品
か
ら
１
年
間
と
す
る
。

（
但
し
、残
数
が
な
く
な
る
ま
で
使
用
す
る
）

●
広
告
の
規
格
な
ど

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
お
よ
び
申
込
先

　
申
込
は
、
規
定
の
申
込
書
に
記
入
し
、

広
告
見
本
を
添
付
し
て
、
平
成
22
年
２
月

26
日
（
金
）
ま
で
に
総
務
課
行
政
グ
ル
ー

プ
へ
申
込
下
さ
い
。

※

申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

集
募

『
公
用
封
筒
無
償
提
供
者
』を

募
集
し
て
い
ま
す総

務
課
行
政
グ
ル
ー
プ
☎
42‐

２
１
１
２

勤

務

課

福
祉
健
康
課

教
育
課

産
業
観
光
課

保
育
所

管
理
栄
養
士

保
健
師

調
理
員

一
般
職

一
般
職

保
育
士

看
護
師

人
数

１
人

１
人

１
人

１
人

１
人

２
人

１
人

条
　
件

要
資
格

要
資
格

要
資
格

要
資
格

問

合

せ

健
康
グ
ル
ー
プ


40‐

１
０
５
５

教
育
委
員
会


42‐

４
５
７
６

観
光
グ
ル
ー
プ


42‐

１
４
２
７

一
宮
保
育
所


42‐

３
２
１
１

　

　

賃

金

　

　

日
額
　
８
，９
０
０
円

日
額
１
０
，０
０
０
円

日
額
　
６
，３
０
０
円

日
額
　
６
，９
０
０
円

日
額
　
６
，９
０
０
円

日
額
　
７
，４
０
０
円

日
額
　
９
，７
０
０
円

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

9 Ichinomiya

(右）中村文雄所長

　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
適
正

か
つ
合
理
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い

て
幅
広
く
意
見
を
求
め
る
た
め
、
一
宮
町
行

財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
12
月
22
日
に
設
置

し
、
第
１
回
会
議
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
１
回  

一
宮
町
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
報
告

　
桃
太
郎
お
た
す
け
隊
は
、
青
少
年
に
非
行

防
止
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
青

少
年
相
談
員
や
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
警
察
な
ど
二

十
八
団
体
で
つ
く
る
一
宮
町
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
の
一
環
と
し
て
、
夏
休
み
中
を
重

点
的
に
活
動
し
ま
し
た
。
ま
た
夏
、
秋
、
冬
、

春
の
季
節
ご
と
に
も
Ｊ
Ｒ
上
総
一
ノ
宮
駅
周

辺
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
こ
な
い
ま
す
。

非
行
の
芽
を
鬼
に
た
と
え
て
、
こ
れ
を
退
治

し
よ
う
と
、
町
の
特
産
物
で
あ
る
「
桃
太
郎

ト
マ
ト
」
に
か
け
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
９
年
前
、

高
校
生
が
傷
害
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
お
た
す
け
隊
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
「
チ
ョ
ッ

キ
」
を
身
に
付
け
提
灯
を
持
っ
て
駅
前
な
ど

で
、
喫
煙
や
座
り
込
み
な
ど
を
し
て
い
る
青

桃
太
郎
お
た
す
け
隊

「
今
年
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

東
京
電
力
㈱
か
ら
防
犯
灯

10
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
！

　
こ
の
委
員
会
は
、
公
募
委
員
で
選
出
さ
れ

ま
し
た
鈴
木
沙
智
子
委
員
、
慎
　
蒼
樹
委
員

の
２
名
を
含
む
10
人
の
委
員
で
組
織
し
、
委

嘱
状
の
交
付
、
委
員
の
紹
介
、
町
長
の
あ
い

さ
つ
が
行
わ
れ
、
次
の
議
題
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

■
議
題
１

○
委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
長
　
　
　
風
間
　
戦
一
　
委
員

副
委
員
長
　
　
渡
辺
　
武
男
　
委
員

■
議
題
２

○
一
宮
町
行
政
改
革
大
綱
及
び
一
宮
町
集
中

改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
一
宮
町
の
こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
の
基
本

少
年
に
声
を
か
け
な
が
ら
、
町
で
作
成
し
た

桃
太
郎
の
絵
入
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
配
り
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
比
べ
近
頃
で
は
夏
休
み
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
青
少
年
の
座
り
込
み

等
が
見
か
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
「
桃
太
郎
お
た
す
け
隊
」
の
成
果
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

福
祉
健
康
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
　


42‐

１
４
３
１

　
東
京
電
力
㈱
茂
原
営
業
セ
ン
タ
ー
の
中
村

文
雄
所
長
が
玉
川
町
長
を
訪
れ
、
防
犯
灯
を

地
域
の
安
全
の
為
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の

事
で
10
基
を
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
同
社

か
ら
の
寄
贈
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
各
区
か
ら
設
置
要

望
の
あ
っ
た
場
所
に
設
置
し
夜
間
の
犯
罪
防

止
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

千
葉
国
体
を
応
援
　

　
　
　
　
　「
元
気
守
」

　
今
年
９
、
10
月
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
る

「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
チ
ー
バ
く
ん
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

お
守
り
「
元
気
守
」
が
元
日
、
玉
前
神
社
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
お
守
り
は
「
一
宮
町
は
国

体
の
会
場
に
は
な
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
」
と
い
う
想

い
か
ら
発
案
さ
れ
、
元
日
の
午
前
０
時
か
ら

３
０
０
個
限
定
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

的
な
考
え
方
や
重
点
事
項
の
基
本
的
な
考
え

方
及
び
一
宮
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
平
成
20

年
度
末
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
説
明
し
ま
し
た
。

　　
質
疑
で
は
、
活
発
な
意
見
や
現
状
検
証
に

つ
い
て
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
一
宮
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
重
点

実
施
項
目
の
検
証
に
よ
る
見
直
し
と
新
た
な

行
財
政
改
革
の
た
め
の
実
施
計
画
の
審
議
を

行
い
、
次
期
計
画
の
策
定
へ
向
け
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
行
政
グ
ル
ー
プ
　


42‐

２
１
１
２

Event　Report
出 来 事

8広報










